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キムラ・ラングベンチレータ KV-5

キムラ・ラングベンチレータ KV-5は，本年6

月に発売されたばかりの木村医科器械として初の集

中治療用人工呼吸器である.第3t世代機種として練

準的な機能をすべて有し，無駄の少ない仕様となっ

ている.換気モードは調節/補助， SIMV， CP 

APの3つであり，器械換気の吸気相はフロージェ

ネレー夕方式(定常流型)でEIPが設定でき，吸

気・呼気相移行はタイムサイクル・ボリュームリミ

ット方式による.調節/補助モードでは IRVの設

定も可能であり， S 1 MVとCPAPモードではプ

レッシャーサポートが併用できる.患者の吸気努力

の感知はデマンドバルブによっており，器械換気ト

リガー用のレベル設定可能なものと 自発呼吸感知用

の固定圧(ーlcmHz0)のものが搭載されている.

モードの選択や換気条件の設定は押しボタンか

ダイアル式になっており，操作は簡単で分かりやす

い.全モード共通に働くのは吸入気酸素濃度(%)と

PEEP/CPAP値(cmHzO)のダイアルのみである.調節/

補助およびSIMVモードでの器械換気に関する設

定は，吸気時間(秒)， 1回換気量(ml)，換気数(回/

分)，暖気ポーズ(%吸気時間)，トリガー感度(cmHzO)

およびネブライザーのON/OFFである.乙のほか，調

節/補助モードで深呼吸ON/OFF，S IMVtCPA 

Pモードにおいてはプレッシャーサポート圧(cmHzO)

の設定が可能である.換気モードの選択，磁気ポー

ズ時間選択，深呼吸およびネブライザーのON/OFFが

押しボタンで，ほかの 7つの設定はすべてダイアル

式で連続可変となっている.このうち吸気時間 1

回換気量，換気数は設定値がデジタル表示される.

モニターは.アナログ表示の気道内圧メータのほか，

器械換気設定時における 1: Eとすパてのモード時

における実呼吸数(フローセンサーによる)がデジタ

ル表示される.本器では，実施している換気モード

上，カットオフされる設定や機能を示すLEDやデ

ジタルの表示が消灯するのがよい.{9IJえば， C PA 

Pモード時には器械換気設定の吸気時間 1回換気

量，換気数表示，吸気ポーズ，深呼IJiLED，モニ

ターでの 1: E表示， トリガ-LEDなどがすべて

消灯する.

アラームは高圧，低圧，無呼吸(SIMV，CPAPの時)， 

停電とあり，無呼吸時におけるパックアップ換気機

能も備わっている.

われわれは本器を使用して，まだ日が浅く， 数例

の肺手術および食道癌手術の術後呼吸管理を行った

だけである.これまでのと ころ，調節/補助呼吸~

SIMV-CPAP-自発呼吸~抜管と金例とも本

器のみによって大過な く管理することができている.

呼吸回路は専用のものが必要であるが，加湿加温器

はF & P社のものを使用でき，接続も容易，静音，

軽量で設定も簡便で事jり易く，看護婦などにも評判

は悪くない.ただPSV実施中に患者が苦痛を訴え

ることがあったようであり，この点について問題提

起されているところであるが，デマンド弁開放の遅

れがあるのか， PSV圧レベルによる設定吸気流速

の加不足があるのかなど詳細は調べていない. P S 

Vにおける本器の呼気認識は暖気流速が 51/分以下

になったときになされるのが標準仕織となっている.

しかし，本器ではとの呼気認識となる吸気流速値を

変更できるようであり，これは大いに期待できる点

である.
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